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患者向医薬品ガイド 
2023 年 12 月作成 

 

リスモダン P 静注 50 ㎎ 
 

【この薬は？】 

販売名 
リスモダン P 静注 50mg 

Rythmodan P 50mg for I.V. Inj. 

一般名 
ジソピラミドリン酸塩 

Disopyramide Phosphate 

含有量 

（1 アンプル中） 

ジソピラミドリン酸塩 64.4mg 
（ジソピラミドとして 50mg） 

 

 

【この薬の効果は？】 
・この薬は、不整脈治療剤と呼ばれるグループに属する薬です。 

・この薬は、心臓に作用し、心臓の異常な興奮を抑えて、脈の乱れを整えます。 

・次の病気の人に処方されます。 

緊急治療を要する下記不整脈 

期外収縮（上室性、心室性） 

発作性頻拍（上室性、心室性）

発作性心房細・粗動 

 

【この薬を使う前に、確認すべきことは？】 
○ この薬は、緊急治療を要する不整脈と診断された人にのみ、医療機関で使用され

ます。 

患者向医薬品ガイドについて 

 
患者向医薬品ガイドは、患者の皆様や家族の方などに、医療用医薬品の正しい理解

と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。 

したがって、この医薬品を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療関

係者向けに作成されている添付文書を基に、わかりやすく記載しています。 

医薬品の使用による重大な副作用と考えられる場合には、ただちに医師または薬剤師

に相談してください。 

ご不明な点などありましたら、末尾に記載の「お問い合わせ先」にお尋ねください。さ

らに詳しい情報として、 PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」  

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html に添付文書情報

が掲載されています。 

http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html
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○ 次の人は、この薬を使用することはできません。 

・高度の房室ブロック、高度の洞房ブロックのある人 

・重篤なうっ血性心不全のある人 

・スパルフロキサシン、モキシフロキサシン塩酸塩、ラスクフロキサシン塩酸塩

（注射剤）、トレミフェンクエン酸塩、アミオダロン塩酸塩（注射剤）、エリ

グルスタット酒石酸塩、フィンゴリモド塩酸塩、シポニモドフマル酸塩を使用

中の人 

・閉塞隅角緑内障の人 

・尿貯留傾向（尿が出にくい、尿の切れが悪いなど）のある人 

・過去にリスモダン P 静注に含まれる成分で過敏症のあった人 

○ 次の人は、慎重に使う必要があります。使い始める前に医師または薬剤師に告げ

てください。 

・心筋症、心筋炎、高度の心拡大のある人 

・刺激伝導障害（房室ブロック、洞房ブロック、脚ブロック等）のある人 

・心房粗動のある人 

・うっ血性心不全のある人 

・腎臓に障害のある人 

・肝臓に障害のある人 

・糖尿病を治療中の人 

・重症筋無力症の人 

・血液中のカリウム濃度が低い人 

・遺伝性果糖不耐症の人 

・開放隅角緑内障の人 

・高齢の人 

○ この薬には併用してはいけない薬[スパルフロキサシン（スパラ）、モキシフロキ

サシン塩酸塩（アベロックス）、ラスクフロキサシン塩酸塩（注射剤）（ラスビ

ック点滴静注キット）、トレミフェンクエン酸塩（フェアストン）、アミオダロ

ン塩酸塩（注射剤）（アンカロン注）、エリグルスタット酒石酸塩（サデルガ）、

フィンゴリモド塩酸塩（イムセラ、ジレニア）、シポニモドフマル酸塩（メーゼ

ント）]や併用を注意すべき薬があります。他の薬を使用している場合や、新た

に使用する場合は、必ず医師または薬剤師に相談してください。 

 

【この薬の使い方は？】 
この薬は注射薬です。 

●使用量および回数 

使用量、使用回数、使用方法等は、あなたの症状などにあわせて、医師が決め、

医療機関において注射されます。 

通常、成人 1 回 1〜2 アンプル（体重 1 kg あたり 1〜2 mg）を使用します。 
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●多く使用した時（過量使用時）の対応 

息が止まる、気を失う、胸がどきどきする、めまい、胸の痛み等の症状があらわ 

れ、死に至ることがあります。このような症状があらわれたら、ただちに医師に

伝えてください。 
 

【この薬の使用中に気をつけなければならないことは？】 
・この薬を使用中に心電図の連続監視や頻回な血圧測定が行なわれます。 

・高齢の人、糖尿病の人、肝臓に障害のある人、腎臓に障害のある人、栄養状態

の悪い人には重篤な低血糖（お腹がすく、冷汗が出る、血の気が引く、疲れや

すい、手足のふるえ、けいれん、意識の低下など）があらわれることがありま

す。 

・尿が出にくい、口・のどの渇き、ものがだぶってみえるなどの症状があらわれ

ることがあります。これらの症状が現われたら、医師または薬剤師に相談して

ください。 

・妊婦または妊娠している可能性のある人は医師に相談してください。 

・授乳を避けてください。 

・セイヨウオトギリソウを含有する食品はこの薬の効果に影響いたしますので、

控えてください。 

・他の医師を受診する場合や、薬局などで他の薬を購入する場合は、必ずこの薬

を使用していることを医師または薬剤師に伝えてください。 
 

特にご注意いただきたい重大な副作用と、それぞれの主な自覚症状を記載しまし

た。副作用であれば、それぞれの重大な副作用ごとに記載した主な自覚症状のう

ち、いくつかの症状が同じような時期にあらわれることが一般的です。 

このような場合には、ただちに医師または薬剤師に相談してください。 

重大な副作用 主な自覚症状 

心停止 
しんていし 

気を失う 

心室細動 
しんしつさいどう 

気を失う 

心室頻拍 
しんしつひんぱく 

めまい、気を失う、動悸（どうき）、胸の不快感 

Torsades de pointes 
トルサード ド ポアン 

めまい、気を失う、動悸 

心室粗動 
しんしつそどう 

気を失う 

心房粗動 
しんぼうそどう 

めまい、動悸、胸の不快感 

副作用は？ 
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重大な副作用 主な自覚症状 

房室ブロック 
ぼうしつブロック 

めまい、気を失う、立ちくらみ、息切れ、脈が遅くな

る 

洞停止 
どうていし 

めまい、気を失う、立ちくらみ、息切れ、脈が遅くな

る 

失神 
しっしん 

短時間、意識を失い倒れる 

呼吸停止 
こきゅうていし 

呼吸が止まる 

心房停止 
しんぼうていし 

めまい、気を失う、立ちくらみ、息切れ、脈が遅くな

る 

心室性期外収縮 
しんしつせいきがいしゅう 

 

しゅく 

動悸（どうき）、胸の不快感、脈がとぶ 

血圧低下 
けつあつていか 

脱力感、ふらつき、めまい、立ちくらみ、意識の消失 

低血糖 
ていけっとう 

冷汗が出る、疲れやすい、けいれん、意識の低下、血

の気が引く、お腹がすく、手足のふるえ 

ショック 冷汗が出る、めまい、意識の消失、顔面蒼白（そうはく）、

手足が冷たくなる 

 

以上の自覚症状を、副作用のあらわれる部位別に並び替えると次のとおりです。

これらの症状に気づいたら、重大な副作用ごとの表をご覧ください。 

部位 自覚症状 

全身 脱力感、ふらつき、冷汗が出る、疲れやすい、

けいれん 

頭部 気を失う、めまい、立ちくらみ、短時間、意識

を失い倒れる、意識の消失、意識の低下 

顔面 血の気が引く、顔面蒼白（そうはく） 

胸部 動悸、胸の不快感、息切れ、呼吸が止まる 

腹部 お腹がすく 

手・足 脈が遅くなる、脈がとぶ、手足のふるえ、手足

が冷たくなる 

 

【この薬の形は？】 
性状 無色澄明の液体（注射剤） 

形状 アンプル（5ml） 
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容器の形状 

 
 

【この薬に含まれているのは？】 
有効成分 ジソピラミドリン酸塩 

添加物 ベンジルアルコール、D-ソルビトール 

 

【この薬についてのお問い合わせ先は？】 
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬剤師

にお尋ねください。 

・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。 

製造販売会社：クリニジェン株式会社 

カスタマーセンター 

電話：０１２０－１９２－１０９（フリーダイヤル） 

受付時間：９：００～１７：３０ 

（土・日・祝日・当社休日を除く） 
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